
9

萩
原
朔
太
郎
の
生
誕
百
三
十
年
に
あ
た
る
二
〇
一
六
年
、
十
月
一

日
（
土
）
～
十
二
月
十
八
日
（
日
）、
前
橋
文
学
館
で
は
特
別
企
画
展

「
パ
ノ
ラ
マ
・
ジ
オ
ラ
マ
・
グ
ロ
テ
ス
ク

―
江
戸
川
乱
歩
と
萩
原

朔
太
郎
」
を
開
催
し
た
。

日
本
に
お
け
る
推
理
小
説
の
開
拓
者
・
確
立
者
で
あ
る
乱
歩
と
、

近
代
詩
の
変
革
者
・
口
語
自
由
詩
の
確
立
者
で
あ
る
朔
太
郎
は
、
今

も
多
く
の
読
者
を
持
つ
。
取
り
上
げ
る
材
料
は
膨
大
だ
が
、
本
展
で

は
二
人
の
交
流
と
共
通
項
に
絞
っ
て
紹
介
し
、「
Ⅰ 

乱
歩
と
朔
太
郎

の
交
流
」「
Ⅱ 

キ
ー
ワ
ー
ド
で
み
る
乱
歩
と
朔
太
郎
の
共
通
項
」
の

二
部
構
成
と
し
た
。

乱
歩
と
朔
太
郎
の
交
流

「
Ⅰ 

乱
歩
と
朔
太
郎
の
交
流
」
は
、「
書
簡
に
み
る
二
人
の
交
流
」

「
互
い
の
評
価
」
の
二
章
で
展
開
し
た
。

朔
太
郎
が
乱
歩
に
宛
て
た
書
簡
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
か

ら
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
ま
で
、
封
書
と
葉
書
計
十
通
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
出
会
い
か
ら
朔
太
郎
が
亡
く
な
る
前
年
ま
で
の
お
よ

そ
十
年
の
間
に
、
二
人
の
親
交
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
様
子
を
辿
る
こ

と
が
で
き
る
。
筑
摩
書
房
版
『
萩
原
朔
太
郎
全
集
』
第
十
三
巻
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
内
容
は
誰
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
現
物
の
書
簡
は
、
ご
遺
族
の
平
井
憲
太
郎
氏
に
よ
り
立
教
大
学

異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
、
共
通
す
る
感
覚

津

島

千

絵

萩
原
朔
太
郎
生
誕
百
三
十
年
記
念
・
前
橋
文
学
館
特
別
企
画
展

　「
パ
ノ
ラ
マ
・
ジ
オ
ラ
マ
・
グ
ロ
テ
ス
ク
―
江
戸
川
乱
歩
と
萩
原
朔
太
郎
」を
開
催
し
て
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江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
大
衆
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
）
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
乱
歩
が
大
切
に
保
管
し
て
い

た
こ
の
書
簡
を
お
借
り
で
き
た
こ
と
で
、
展
覧
会
の
軸
が
固
ま
っ

た
。こ

れ
に
加
え
て
、
同
じ
く
乱
歩
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
丸
山
薫
に
朔

太
郎
が
宛
て
た
葉
書
、
朔
太
郎
の
没
後
に
『
探
偵
小
説
四
十
年
』（
一

九
六
一
年
七
月
）
を
ま
と
め
る
際
に
、
乱
歩
が
朔
太
郎
の
長
女
・
萩

原
葉
子
に
宛
て
た
書
簡
を
展
示
し
た
。

「
互
い
の
評
価
」
で
は
、
乱
歩
と
直
接
交
流
が
始
ま
る
以
前
の
一
九

二
六
（
大
正
十
五
）
年
六
月
、「
探
偵
趣
味
」
第
九
輯
に
朔
太
郎
が
書

い
た
「
探
偵
小
説
に
就
い
て
」
や
、
朔
太
郎
が
賞
賛
し
た
「
人
間
椅

子
」、「
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
譚
」
な
ど
を
紹
介
し
、「
人
間
椅
子
」
の
草
稿

や
「
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
譚
」
初
出
の
「
新
青
年
」
等
を
展
示
し
た
。

一
方
、
乱
歩
が
愛
し
た
朔
太
郎
作
品
は
、「
死
な
な
い
蛸
」『
猫
町
』

関
連
の
資
料
を
展
示
。「
新
青
年
」
の
編
集
者
だ
っ
た
渡
辺
温
の
朔
太

郎
宛
書
簡
や
、
朔
太
郎
の
乱
歩
宛
献
呈
本
で
あ
る
『
猫
町
』、「
猫
町
」

を
「
宝
石
」
に
掲
載
す
る
際
、
乱
歩
が
朔
太
郎
の
親
戚
に
宛
て
た
書

簡
等
を
展
示
し
た
。

ま
た
、「『
新
青
年
』
趣
味
」
第
十
六
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）
に
、

乱
歩
の
生
前
未
発
表
原
稿
「
独
語
」
三
十
八
枚
が
掲
載
さ
れ
た
が
、

昭
和
十
一
年
「
六
月
廿
七
日
早
朝
」
の
箇
所
に
、「
今
日
ま
で
に
萩
原

朔
太
郎
君
か
ら
贈
ら
れ
た
本
／
「
猫
町
」「
青
猫
」「
絶
望
の
逃
走
」

「
廊
下
と
室
房
」」
と
題
し
て
、
乱
歩
が
朔
太
郎
の
著
書
に
つ
い
て
書

い
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
自
筆
原
稿
四
枚
を
、
朔
太
郎
の
乱
歩
宛
献

呈
本
『
定
本
青
猫
』『
絶
望
の
逃
走
』『
港
に
て
』『
阿
帯
』
と
共
に
展

示
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
で
み
る
乱
歩
と
朔
太
郎
の
共
通
項

「
Ⅱ 

キ
ー
ワ
ー
ド
で
み
る
乱
歩
と
朔
太
郎
の
共
通
項
」
は
、「
探
偵

と
曲
者
」「
浅
草
趣
味
」「
パ
ノ
ラ
マ
趣
味
」「
身
体
の
変
容
」
の
四
章

で
構
成
し
た
。

「
探
偵
と
曲
者
」
で
は
、
朔
太
郎
の
詩
作
品
「
殺
人
事
件
」
の
原
稿

や
「
病
気
の
探
偵
」
の
書
か
れ
た
自
筆
ノ
ー
ト
、
乱
歩
の
「
Ｄ
坂
の

殺
人
事
件
」「
屋
根
裏
の
散
歩
者
」
初
出
の
「
新
青
年
」
な
ど
を
展

示
。
ま
た
、
二
人
が
愛
し
た
フ
ラ
ン
ス
製
連
続
活
劇
映
画
、
女
探
偵

「
プ
ロ
テ
ア
」
の
画
像
や
、「
プ
ロ
テ
ア
」
の
名
が
登
場
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
等
を
紹
介
し
た
。

「
浅
草
趣
味
」
で
は
、
浅
草
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
二
人
の
作
品
と
共

に
、
出
会
っ
た
当
初
、
朔
太
郎
が
乱
歩
を
誘
っ
て
浅
草
公
園
の
木
馬

（
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
）
に
「
ゴ
ッ
ト
ン
ゴ
ッ
ト
ン
と
乗
っ
た
」
と
い

う
、
乱
歩
の
回
想
を
紹
介
し
た
。
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「
パ
ノ
ラ
マ
趣
味
」
で
は
、
明
治
中
期
か
ら
末
期
に
上
野
・
浅
草
に

あ
り
、
幼
い
こ
ろ
に
二
人
が
見
た
と
い
う
パ
ノ
ラ
マ
館
を
、
写
真
や

図
版
、
そ
の
魅
力
を
綴
っ
た
二
人
の
文
章
や
作
品
に
よ
り
紹
介
し

た
。共

通
の
趣
味
で
あ
っ
た
手
品
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
手
品
の
種
」
と

書
か
れ
た
乱
歩
遺
蔵
の
小
箱
に
入
っ
て
い
た
手
品
道
具
と
、
朔
太
郎

の
遺
品
で
あ
る
ト
ラ
ン
プ
等
を
展
示
し
た
。
図
録
に
も
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
栗
原
飛
宇
馬
氏
（
文
学
研
究
者
）
に
は
、
展
示
期
間
に
三

度
、
展
示
室
で
実
演
を
交
え
て
手
品
道
具
に
つ
い
て
の
解
説
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

「
身
体
の
変
容
」
で
は
、
近
代
化
の
中
で
変
容
す
る
身
体
が
テ
ー
マ

と
し
て
現
れ
る
二
人
の
作
品
を
紹
介
。
朔
太
郎
の
詩
「
腕
の
あ
る
寝

台
」「
そ
の
手
は
菓
子
で
あ
る
」
の
原
稿
や
、
乱
歩
の
小
説
『
孤
島
の

鬼
』『
猟
奇
の
果
』
初
版
本
の
ほ
か
、
四
肢
が
失
わ
れ
た
人
間
と
い
う

同
じ
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
た
、
朔
太
郎
の
詩
的
散
文
「
禁
断
さ
れ
た

言
葉
」
記
載
の
ノ
ー
ト
、
乱
歩
「
芋
虫
」
の
初
出
誌
「
新
青
年
」（
初

出
で
は
「
悪
夢
」）
な
ど
も
展
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
本
展
の
監
修
者
で
あ
る
安
智
史
氏

（
文
学
研
究
者
）
に
よ
る
、
乱
歩
と
朔
太
郎
の
様
々
な
共
通
項
を
捉
え

た
言
葉
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
も
の
。
安
氏
に
章
ご
と
に
書
い
て

い
た
だ
い
た
解
説
文
は
、
展
覧
会
を
理
解
す
る
重
要
な
手
助
け
と
な

り
、
ま
た
、
本
展
の
た
め
に
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
「
江
戸
川
乱
歩

と
萩
原
朔
太
郎 

略
年
譜
」
は
、
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
背
景
、
交
流

の
様
子
を
記
す
と
共
に
、
二
人
の
作
品
を
共
通
項
で
捉
え
た
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
な
っ
た
。

朔
太
郎
の
乱
歩
邸
訪
問

一
九
三
五
（
昭
和
和
十
）
年
冬
、
朔
太
郎
が
初
め
て
池
袋
の
乱
歩

邸
を
訪
れ
た
際
、
乱
歩
は
書
斎
兼
客
間
に
し
て
い
た
土
蔵
に
朔
太
郎

を
案
内
し
、
二
人
は
日
本
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
内
外
の
怪
奇

文
学
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
朔
太
郎
は
乱
歩
の
「
パ
ノ
ラ
マ
島
奇

譚
」
を
「
あ
れ
は
い
い
、
あ
れ
は
い
い
」
と
ほ
め
た
と
い
う
。
乱
歩

が
エ
ッ
セ
イ
「
探
偵
小
説
三
十
年
」（「
宝
石
」
一
九
五
一
年
九
月
初

出
、『
探
偵
小
説
三
十
年
』
一
九
五
四
年
十
一
月
、『
探
偵
小
説
四
十

年
』
一
九
六
一
年
七
月
）
に
書
い
て
い
る
が
、
二
度
目
の
資
料
調
査

で
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
際
、
研
究
員
の
落
合
教
幸
さ

ん
が
「
こ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
言
っ
て
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
記
さ
れ
た
乱
歩
の
自
筆
原
稿
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
二
十
二
枚

一
綴
り
の
一
枚
目
に
「
探
偵
小
説
三
十
年
（
７
）」
と
記
さ
れ
、「
宝

石
」
に
掲
載
し
た
時
の
も
の
だ
と
わ
か
る
。
肉
筆
の
文
字
か
ら
、
朔

太
郎
の
没
後
十
年
近
く
を
経
て
、
懐
か
し
く
回
想
す
る
乱
歩
の
様
子



12異なるジャンル、共通する感覚

が
想
像
さ
れ
、
感
慨
深
か
っ
た
。

こ
の
原
稿
を
展
示
す
る
と
共
に
、
展
覧
会
に
際
し
て
、
乱
歩
の

孫
・
平
井
憲
太
郎
氏
と
朔
太
郎
の
孫
・
萩
原
朔
美
前
橋
文
学
館
長
に

こ
の
様
子
を
再
現
し
て
も
ら
い
、
写
真
を
撮
影
し
た
。
太
い
梁
と
黒

光
り
す
る
階
段
、
壁
面
い
っ
ぱ
い
の
書
棚
、「
屋
根
裏
の
よ
う
な
、
或

い
は
船
室
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
」
と
言
っ
て
朔
太
郎
が
興
が
っ
た

空
間
で
、
着
物
姿
の
二
人
が
談
笑
し
て
い
る
写
真
を
図
録
に
掲
載
す

る
と
共
に
、
会
期
中
、
展
示
室
の
入
り
口
に
、
百
六
十
セ
ン
チ
╳
百

二
十
セ
ン
チ
の
大
き
な
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
た
。

展
示
の
幅

本
展
で
は
、
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
平
井
氏
よ
り
、
乱

歩
が
所
蔵
し
て
い
た
た
く
さ
ん
の
貴
重
資
料
（
原
稿
、
書
簡
、
遺
蔵

書
、
初
出
誌
、
遺
品
等
）
を
お
借
り
し
て
展
示
す
る
と
共
に
、
前
橋

文
学
館
所
蔵
の
朔
太
郎
関
連
の
原
稿
や
ノ
ー
ト
、
書
簡
、
初
版
本
、

雑
誌
等
を
展
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
貴
重
資
料
の
展
示
に
加
え
て
、
来
館
者
が
親
し
み
や
す

い
展
示
、
乱
歩
や
朔
太
郎
の
世
界
を
体
感
で
き
る
よ
う
な
展
示
を
考

え
た
。
少
な
い
予
算
の
中
で
、
大
が
か
り
な
も
の
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
借
り
し
た
乱
歩
邸
の
紹
介
映

像
と
、
乱
歩
が
上
諏
訪
で
横
溝
正
史
一
家
を
撮
影
し
た
映
像
を
、
フ

ラ
ッ
ト
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
は
な
く
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
に
映
写
し
て
上
映

し
た
。
ま
た
、
板
塀
の
の
ぞ
き
穴
か
ら
展
示
室
を
の
ぞ
き
見
て
、
窃

視
者
の
気
分
を
味
わ
え
る
よ
う
に
し
た
り
、
ケ
ー
ス
の
中
を
除
く
と

天
井
の
黄
金
仮
面
が
映
っ
た
り
、
と
い
っ
た
仕
掛
け
も
し
た
。

展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
「
パ
ノ
ラ
マ
・
ジ
オ
ラ
マ
・
グ
ロ
テ
ス
ク
」

は
、
二
人
に
共
通
す
る
、
世
界
を
人
工
的
に
つ
く
り
変
え
る
こ
と
へ

の
志
向
、
好
奇
と
い
う
意
味
を
伴
っ
た
猟
奇
＝
グ
ロ
テ
ス
ク
へ
の
志

向
を
意
図
し
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
ぐ
ろ
く
て
、
か
わ
い

い
！
」「
変
態
だ
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
。」
も
、
赤
を
基
調
と
し
た
ポ

ス
タ
ー
等
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
と
共
に
話
題
と
な
っ
た
。
乱

歩
と
朔
太
郎
の
文
学
に
は
、
こ
う
し
た
幅
を
許
す
豊
か
さ
、
や
わ
ら

か
さ
が
具
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

記
念
イ
ベ
ン
ト

十
一
月
五
日
（
土
）
に
は
、
美
学
者
・
谷
川
渥
氏
に
、「
孤
独
な
窃

視
者
の
夢
想

―
乱
歩
と
朔
太
郎
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。
窃
視
＝
の
ぞ
き
見
る
こ
と
、
人
工
的
な
何
か
通
し
て
見
る
こ
と
、

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
乱
歩
と
朔
太
郎
の
作
品
を
、
内
外
の
文
学
、

心
理
学
、
哲
学
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
丁
寧
に
解
説
し
て
い
た
だ
い

た
。
豊
富
な
知
識
に
も
と
づ
く
清
新
な
読
解
は
、
来
館
者
の
知
的
好

奇
心
を
刺
激
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
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十
一
月
十
二
日
（
土
）
～
二
十
三
日
（
水
）
に
は
、
新
潟
市
巻
郷

土
資
料
館
か
ら
「
の
ぞ
き
か
ら
く
り
」
が
や
っ
て
来
た
。
組
み
立
て

る
と
幅
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
も
な
り
、
文

学
館
の
ロ
ビ
ー
い
っ
ぱ
い
に
聳
え
て
い
る
よ
う
な
迫
力
が
あ
っ
た
。

十
一
月
十
二
日
（
土
）、
十
九
日
（
土
）、
二
十
日
（
日
）
に
は
、
保

存
伝
承
口
上
師
の
土
田
年
代
氏
に
よ
る
実
演
が
行
わ
れ
た
。
演
目
は

乱
歩
の
「
押
絵
と
旅
す
る
男
」
に
登
場
す
る
「
八
百
屋
お
七
」。
レ
ン

ズ
の
付
い
た
穴
か
ら
の
ぞ
い
た
押
絵
は
立
体
的
で
、
朔
太
郎
が
好
ん

で
撮
影
し
た
立
体
写
真
に
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
。
口
上
の
節
と
あ

い
ま
っ
て
、
懐
か
し
く
も
絢
爛
な
世
界
が
の
ぞ
き
穴
の
奥
に
広
が
っ

て
い
た
。

最
終
日
の
十
二
月
十
八
日
（
日
）
に
は
、
平
井
憲
太
郎
氏
を
お
招

き
し
、
安
智
史
氏
を
進
行
役
に
、
萩
原
館
長
と
「
猟
奇
な
二
人
の
病

気
な
話
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
対
談
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
対
談
の

前
に
は
、
栗
原
飛
宇
馬
氏
が
手
品
に
つ
い
て
の
お
話
と
実
演
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
。
老
若
男
女
が
つ
め
か
け
、
乱
歩
と
朔
太
郎
の
交
流
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
平
井
氏
の
語
る
乱
歩
の
思
い
出
に
聴
き
入
っ
た
。

会
場
か
ら
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
二
次
創
作
に
つ
い
て
ど
う
思
う

か
、
孫
で
良
か
っ
た
こ
と
と
悪
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
興

味
深
い
質
問
が
飛
び
交
っ
た
。

パ
ノ
ラ
マ
・
ジ
オ
ラ
マ
・
グ
ロ
テ
ス
ク
最
終
章

展
覧
会
の
終
盤
に
は
、「
パ
ノ
ラ
マ
・
ジ
オ
ラ
マ
・
グ
ロ
テ
ス
ク

最
終
章

―
江
戸
川
乱
歩
と
萩
原
朔
太
郎
」
と
し
て
、「
丸
尾
末
広

『
パ
ノ
ラ
マ
島
綺き

譚だ
ん

』
漫
画
展
」
と
、〈
街
の
な
か
の
本
屋
〉「
ら
ん
ぽ

の
コ
ド
モ
／
コ
ド
モ
の
ら
ん
ぽ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
（
二
〇
一
六
年

十
二
月
一
日
～
二
〇
一
七
年
一
月
九
日
）。
乱
歩
の
「
パ
ノ
ラ
マ
島
奇

譚
」
を
漫
画
化
し
、
手
塚
治
虫
文
化
賞
新
生
賞
を
受
賞
し
た
丸
尾
末

広
氏
の
『
パ
ノ
ラ
マ
島
綺
譚
』
の
原
稿
デ
ー
タ
を
借
用
し
、
拡
大
し

て
パ
ネ
ル
展
示
し
た
。
引
き
延
ば
し
て
見
る
と
、
丸
尾
氏
の
比
類
な

い
画
力
で
描
か
れ
た
パ
ノ
ラ
マ
島
が
、
さ
ら
な
る
迫
力
で
せ
ま
っ
て

き
た
。
ま
た
、
子
供
時
代
に
多
く
の
人
が
親
し
ん
だ
、
ポ
プ
ラ
社
の

少
年
探
偵
シ
リ
ー
ズ
表
紙
絵
の
パ
ネ
ル
展
示
と
共
に
、
文
庫
本
を
販

売
し
た
。

終
わ
り
に

前
橋
文
学
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
朔
太
郎
と
交
流
の
あ
っ
た
文
学

者
を
展
覧
会
で
紹
介
し
て
き
た
が
、
主
に
詩
人
を
取
り
上
げ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
こ
の
た
び
、
ミ
ス
テ
リ
界
の
巨
人
で
あ
る
乱
歩
を
取

り
上
げ
た
こ
と
で
、
旧
来
の
乱
歩
フ
ァ
ン
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
の

ゲ
ー
ム
で
乱
歩
や
朔
太
郎
を
知
っ
た
若
者
た
ち
な
ど
、
こ
れ
ま
で
文
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学
館
に
足
を
運
ば
な
か
っ
た
層
の
方
々
が
来
館
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

ま
た
、『
猫
町
』
や
「
死
な
な
い
蛸
」
ほ
か
、
今
ま
で
展
示
の
中
心
に

な
り
に
く
か
っ
た
朔
太
郎
作
品
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
も
で

き
、
展
覧
会
が
広
が
り
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
見
せ
方
や
仕
掛
け
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
な
が
ら
驚
く
ほ
ど
た
く

さ
ん
あ
る
二
人
の
共
通
項
や
、
親
し
く
交
流
し
て
い
た
と
わ
か
る
興

味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
様
々
な
資
料
を
調
査
し
紹
介
で
き
た
の

は
、
と
て
も
楽
し
い
得
が
た
い
体
験
だ
っ
た
。
展
覧
会
が
終
了
し
、

十
二
月
二
十
一
日
に
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
乱
歩
邸
）
と
平
井

氏
に
資
料
を
返
却
し
た
が
、
資
料
調
査
、
借
用
、
返
却
と
、
初
夏
か

ら
冬
に
か
け
て
五
回
に
わ
た
っ
て
訪
れ
た
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

を
あ
と
に
し
た
と
き
は
、
気
が
抜
け
た
よ
う
な
寂
し
い
よ
う
な
気
持

ち
に
な
っ
た
。

全
面
的
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
平
井
憲
太
郎
氏
、
研
究
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
監
修
の
安
智
史
氏
を
は
じ
め
、
図
録
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
高

橋
世
織
氏
、
歌
野
晶
午
氏
、
栗
原
飛
宇
馬
氏
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い

た
皆
々
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
萩
原
朔
太
郎
記
念
・
水
と
緑
と
詩
の
ま
ち
前
橋
文
学
館
学
芸
員
）

栗原飛宇馬氏による手品の実演と解説

学芸員による展示解説
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対談「猟奇な二人の病気な話」
左から萩原館長、平井氏、安氏、栗原氏

丸尾末広『パノラマ島綺譚』漫画展 谷川渥氏講演
「孤独な窃視者の夢想―乱歩と朔太郎」

少年探偵シリーズ展示 のぞきからくり「八百屋お七」実演

展示室


